■　学校の共通目標	（様式1）
学力向上のための重点プラン【小学校】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新宿区立江戸川小学校

	授業作り
	重　点
	・児童一人一人に考えをもたせ、学び合いを通して思考力・判断力・表現力を育てる問題解決型の授業づくりを行う。
	中間評価
	
	最終評価
	

	環境作り
	
	・言語や規則を守る環境を整え、教師や児童がICT機器を活用できるようにし、授業のユニバーサルデザイン化を図る。
	
	
	
	


■　学年の取組内容
	学年
	教科
	学習状況の分析（10月）
	課　題（10月）
	改善のための取組（10月）
	最終評価（２月）

	１
	国語
	　
	
	
	　　　

	
	算数
	　
	
	
	

	学年
	教科
	学習状況の分析（４月）
	課　題（４月）
	改善のための取組（４月）
	中間評価・追加する取組（10月）全体的に
　・ICTの活用を加筆する。
　・行間及び一字下げ整える。
　・フォントの大きさを揃える。



	最終評価（２月）


	２
	国語
	学大体の場面の様子を読み取ったり、登場人物の心情を読み取ったりする時に、叙述に即して読む力が十分に身に付いていない状況がある。
学漢字の書き取りでは丁寧に書く習慣が十分身に付いていない状況があった。「とめ・はね・はらい」を重点的に指導した結果、丁寧に書くことが身に付きつつある。
学語彙力、書字などについては、個人差がある。
	・書かれていることを正しく読み取り、だいたいの内容を理解することに課題がある。
・文字を書き順通りに、字形を整えて丁寧に書く習慣が身に付くよう引き続き指導する必要がある。

・言葉の意味や漢字について正しく理解で
きるように指導する必要がある。
	・会話文や登場人物の行動から気持ちを読み取ったり、文章の構成を考えたりすることによって読む力をつける。
・新出漢字の指導の際、正しく書くポイントをおさえる。タブレット端末PCを活用し、書き順の練習などを行う。家庭学習を継続的に行う。

・言葉の意味や漢字の成り立ちについて、問い返しをしながら、その意味を友達同士で共有する。
	
	

	
	算数
	学既習内容の理解に個人差がある。特に、計算力や文章問題において個人差が大きい。


学自分の考えを伝えることに積極的な児童が多い。一方で、自分の考えと友達の考えの共通点・相違点を考える力が十分に身に付いていない状況がある。
	・簡単な計算問題には取り組むが、解き方を考えたり、計算の工夫をしたりできるように指導をする必要がある。
・友達の考えを聞く際に、何に気を付けて聞けばよいかを考えて聞く力を伸ばしていく。
	・基礎的な計算問題を日々の宿題とし、繰り返し
反復練習する。タブレット端末PCも活用し、習熟を図る。
・自分の考えを説明したり、友達の意見を聞いたり、共有したりする機会をもつ。その際、聞く視点を提示し、共通点・相違点、数学的な考え方のよさに気付けるようにする。
	
	

	３
	国語
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎的な問題に
おいては、目標値を1.４ポイント上回っていた。しかし、応用問題では目標値を3.7ポイント下回った。特に、話し手が知らせたいことを落とさないように聞くこと、経験したことや想像したことなどから書くことを見つけ文章を書くこと、自分の思いや考えが明確になるように文章を書くことで目標値を下回った。
学読書が好きな児童もいるが、自分で本を選んで読むことができない児童もいる。読書量にはばらつきがある。
学漢字の書き取りでは丁寧に書く習慣が十分に身に付いていない状況である。
	・基本的な力は身に付いている。今年度は話を聞き取ることや文章を書くことを重点的に指導していく。
・読書量や読書の幅を広げていけるように環境を整えていく。
・文字を書き順通りに、字形を整えて丁寧に書く習慣が身に付くように指導する必要がある。

	
	・朝のスピーチを毎日行うとともに、話していた内容を他の児童が簡単にまとめたり、感想を伝えたりなどして、話の中心に気を付けながら聞く力を身に付ける。自分の思いや考えが明確になるように接続語を上手に使って分かりやすい文章を書くように指導していく。
・物語文や説明文を学習する時には関連図書を教室に置いて、興味のある本をすぐに手に取れるような学習環境を作っていく。
・家庭学習を丁寧に指導して、上手に書いている児童を紹介して、丁寧な学習を価値付けたり、新出漢字の指導の際、正しく書くポイントをおさえたりする。
	
	

	
	算数
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎的な問題に
おいては、1.4ポイント目標値よりも上回っていた。中でもかけ算や数と計算では、4ポイントと大きく上回った。一方で、ものさしの目盛りの読み取り方や、かさの比べ方・ｄLがついたの乗法の適用は目標値を下回った。
学友達の考えを聞いて分かることができると考
えている児童が多い反面、自分の考えを説明
することは苦手としている児童が多い。

	・目盛りを正しく読んだり正確に直線を引いたりなど、技能面を伸ばす必要がある。
・自分の考えを書いたり説明したりする
する力を身に付ける必要がある。
	・物差しやｄL・Lますの目盛りを正しく読むことや、定規を使って正確に直線を引いたりなどを日常的に指導していく。また、集団検討場面において、次年度も継続して共通点や相違点に着目する発問を続けることで、数学的な見方・考え方の良さに気付けるように指導していく。
・図や式を使って自分の考えをまとめる時間を授業展開の中で位置付け、友達に考えを説明することで、分かってもらえたという経験を積んで、自信を付けさせていく。
	
	

	４
	国語
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎的な問題にお
いては、1.3ポイント上回っていた。しかし、段落の役割について理解し、２段落構成で文章を書くこと、内容の中心を明確にし事実を伝える文章を書くこと、内容の中心を明確にし自分の考えを書くこと等は目標値を下回っている。
学提出される課題や授業中の様子を見ると、漢字
の書き取りやローマ字の読み書きについて定着度が二極化している状況である。
	・自分の考えや事実の要点を伝える文章を書く力について指導する必要がある。
・内容のまとまりを意識して読んだり、自分の書いている内容のまとまりを段落として意識させたりする指導が必要である。
・既習の漢字やローマ字の表記について、正確に書き取ったり、読み取ったりする力を伸ばす必要がある。
	・国語の各単元の中で、単元後半に必ず自分の考えや読み取れた事実を文章で書く時間をつくる。友達の書き方と比較したり教師から助言をしたりする中で、より望ましい書き方が身に付くようにする。
・説明文の読解や作文の指導の際に、段落の意味や内容を必ず確認する時間を取る。文章を書いたり読んだりする際に継続して確認することで定着を図る。
・端末を用いたタイピング練習や漢字ドリルに繰り返し取り組ませ、自分の定着度に合わせて覚えられるようにしていく。
	
	

	
	算数
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎的な問題において
は、2.3ポイント目標値よりも上回っていた。四則計算においては、概ね目標値を超えているが、たし算ひき算の筆算は、目標値を下回った。また、身近にあるものの長さを推察して適切な単位を使うことや円の半径とコンパスの使い方等は目標値を下回った。
学大きな数のかけ算の筆算において、筆算過程の繰り上
がりのあるたし算・ひき算を間違えることによって正しい答えが出せていない状況が見られた。
	・繰り上がりと繰り下がりを含む大きな数のたし算とひき算の計算力について指導と習熟をはかる必要がある。
・算数の単位や量感を身に付けさせる必要がある。
	・マス計算や計算問題を授業開始時に毎回行う。制限時間を設けてゲーム化することで、自分が時間の中で何問解けるようになったか、正確に早く解けるようになったかを把握できるようにする。
・単位や文章問題の中で、生活場面を想定したり計算結果の見当をつけたりする指導を必ず行う。繰り返すことで、子供の中に「大体いくつにならないとおかしい」「自分の体重はkgを使うから〇〇の重さの単位はgになるはず」といった感覚をもたせる。
	
	

	５
	国語
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎的な問題や、
活用問題においては、目標値より２ポイントほど上回り、概ね良かったが、記述の「書くこと」の問題において、目標値より15.1ポイントと大きく下回った。
	・問われている内容をしっかりと理解し、記述する力を身に付けさせる必要がある。
・50字、200字と必要な時数で書くことを苦手としており、習熟の必要性がある。
	・問いと正対して、自分なりの答えを書くことができるよう、日々の授業で意識をさせる。ノートやタブレットでの解答を随時チェックし児童の理解を細やかに把握していく。
・書く力を伸ばすために、書く機会を増やしていく。毎週の課題として課題作文を課していく。
	
	

	
	算数
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎的な問題に
おいては、概ね目標値を上回っている。しかし、角の大きさにおいては目標値から2.1ポイント下回っている。児童の解答状況を見ると全体的に二極化している傾向がある。
	・それぞれの児童の苦手としているところが異なり、学習の理解度も二極化しているので、まずは出来るところと出来ないところを把握していく必要がある。
・習熟の時間に繰り返し問題を解き、苦手となる前に、問題を解く必要がある。
	・東京ベーシック・ドリルを中心に復習を強化する。まずは、診断テストで出来るところと出来ないところを各自が把握していく。
・日々の授業の隙間の時間や放課後の時間に、苦手としたところをタブレットのドリルを使って繰り返し問題を解く機会を設ける。
	
	

	６
	国語
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎・活用共　　
　に
目標値を上回っている。領域別に見ても全て　　
目標値と同じか、上回っている。また、文章を書
く問題においては89.1ポイントと高い正答率が出ている。漢字を書く力は目標値を上回っているものの62.5ポイントと正答率が低い。
	・漢字を書く力にやや課題が見られる。特に読みの新し
い漢字を苦手としている児童が多いため、新出漢字はもちろんだが既習の漢字を復習する時間を設ける必要がある。
	・論作文について、昨年度定期的に取り組んできた200字作
文を今後も取り入れ、高い正答率を保てるようにする。漢字はドリル教材とタブレット端末の教材を合わせて活用することで、色々な手法を用いて自分にあった学習方法で技能習得に向かえるようにする。
※正答率を上げるための取組
　　→国語科のねらいを達成していく。　表現の修正
	
	

	
	算数
	調新宿区学力定着度調査の結果では、基礎・活用共　
　に
目標値を上回っている。領域別に見ても全て　
目標値を上回っている。特にデータの活用にお
いては目標値を約30ポイント上回っており、確実に力が付いていると言える。基礎学力は81.8ポイントと十分身に付いている。
	・授業に落ち着いて向かい、友達と対話的に課題解決が行えている。基礎技能も授業と宿題を通して確実に習得することができる傾向にある。また、単元末に用意する活用問題にも意欲的に取り組めている。

	・今年度も引き続き毎時間終末に練習問題を解く時間を設け
ることで、授業内容を確実に定着させるようにする。また、習熟度別少人数算数の指導においては、習熟度が高いクラスには、単元の終わりに応用問題を解く時間を設けて活用問題の正答率も引き続き保てるようにする。
	
	

	音楽
	学昨年度はコロナ禍における音楽活動の制限があり、リコーダーや鍵盤ハ
ーモニカを使用しての学習が十分に取り組めていない。

学友達と関わりながら楽しく・進んで学習できる児童が多い。その反面、
協働場面での自分の思いや意図を適切な音楽の言葉や表現として伝え
ることには苦手意識を持っている児童が多い。
	・吹奏楽器だけでなく、オルガンやアコーディオン、木
琴など音楽室にある楽器を知り、楽器の特徴を生かした奏法や技能を習得する。
・楽しい活動の中になぜその楽器を選んだのか、パート
の役割や曲の特徴、音の響き、旋律の特徴などとの関わりを常に意識しながら活動に取り組むことができるように指導する必要がある。
	・吹奏楽器以外の音楽室にある楽器を十分に活用するために
楽器の性質に合わせて既存の楽譜を書き替えたり、付け加えたりして工夫した学習活動を設定する。
・音楽の要素や特徴から表現したい思いを言葉や音で伝え合
う場面の設定を増やしていく。
	
	

	図工
	学継続的に振り返りの時間を設定することで、学年が進むにつれて基礎学
力が向上してきている。また新しい単元に入る時も不安や緊張がなく、安心して新たな課題に取り組む姿勢も身についてきている。
学低学年から作品を見合う習慣づけによって、学年が進級するにつれて観
察力や洞察力、協調性も身に付いてきている。
	・基本的な知識、技能を身に付けた上での表現力を向上
させていくように指導する必要がある。
・お互いの作品を鑑賞する時間を大切にしながら、学び
合う意識をもたせることが必要である。
	[bookmark: _GoBack]・振り返りふりかえりの時間を継続して設定することで、新たな課題
に取り組む際に、身に付いた知識技能を生かして表現力を向上させていく。
・作品鑑賞の時間を継続的に大切にして、今後も学び合う意
識を高め、観察力や洞察力、協調性を身に付けていく。
	
	

	特支
	学自分の考えを相手に表現する力がまだ充分に身に付いていない状況がある。
学小集団指導を通して、対人関係などのソーシャルスキルトレーニング指導を行った。小集団の中でできるようになったことでも、学級において得た力やスキルを発揮できるようにするためには、継続的な指導が必要である。
学読み書き計算についてそれぞれの児童に合わせた学習に取り組む必要がある。
学一定時間集中して活動に取り組むことに課題がある。
	・相手意識をもちながら活動に参加できるように指導していく。
・幅広く語彙を獲得する力を伸ばしていく。
・持続して取り組む力を伸ばしていく。
・児童一人一人に適した学び方が身に付くように指導していく。
	・学習したことを小集団学習などの活動の中で生かせるような機会を設定する。
・児童に合った学習環境や指導方法を教員間で共有し、各人にとって個別最適なスモールステップでの学習を行う。
・個に応じた言葉のプログラムを活用し、語彙を増やせるようにする。
・身体の使い方や手、指の巧緻性を高める運動を重視する。
・課題の背景となる要因を探り、指導の計画を立てて実践する。
※交流及び共同学習に触れられるかどうか
	
	


　　　　　調…新宿区学力定着度調査の結果から見える学習状況　　学…授業での様子や提出物、作品、ワークテスト、デジタルドリル等から見える学習の状況　　　※分量は2ページ以上となってもよい。　　
